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Miao’s Ethnic Boundary in Chinese Southeast State as Seen from the Miao Comb:





Through the case observed in the lives of Miao people in the Chinese Guizhou province of the 
southeast state, the main aim of this paper is to shed light on the ethnic differentiation of the Miao. 
The paper adopts a novel approach and shows how a single item, such as a Miao comb, can be used 
when studying an ethnic boundary of Miao social groups.
Visual features such as clothes and ornaments are often used when claiming the identity of each 
group of Miao. On the basis of the former studies, it cannot be concluded that a formal definition 
and interpretation of an ethnic boundary were formed into a concept of “shikei”. Therefore, after 
investigating the style features and the distribution area of the Miao comb in Chinese Guizhou 
province of the southeast area, this study offers Miao’s orderly classification in Shidong area. The 
relation between the Miao comb and the Miao’s ethnic boundary is considered drawing on the results 
of a field survey in Shidong area.
This paper presents an orderly outline of the Miao comb in the Chinese Guizhou province of 
the southeast state area and a detailed record of the combs of Shidong Miao. The study also shows 
that sub-groups like “fangb eb” and “fang bil”, which are not indicated by the Miao comb (“ghab xak 
khob”), share the distribution area of the “ghab xak khob” and fully coincide with the “fangb nangl” 
group.
キーワード：苗族櫛，エスニックバウンダリー，ガシャハォ，ファンナン
Keywords: Miao Comb, ethnic boundary, ghab xak khob, fangb nangl
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の 1 つとした［陶 2006］。他にも中国の苗族研究では，「支系」という概念がよく使われる［王 























究がある［鳥居 1976; 伍・龍 1992: 179-186］。これは苗族服飾による分類の原点といえる。
次に，1985 年北京民族文化宮が撰修した『中国苗族服飾』では言語に基づいて，湘西型，黔
東型，黔中南型，川黔滇型，海南型という 5 つの型に分類し，各型を台江式，雷公山式，丹
寨式などの 21 式に分類した［北京民族文化宮 1986］。1998 年には，民族学者の楊正文が各
苗族グループの分布地域と服装の特徴に基づいて，苗族服装を湘西型，月亮山型，黔中南 A 型，
黔中南 B 型などの 77 式 4) に分類した［楊 1998］。民族学者の楊文金は貴州省鎮寧布依属苗族
自治県内の苗族の頭飾りを 3 類型に分類し，その 3 類型の頭飾りを更に 10 種類に再分類した。






















































































い漆塗櫛と報告された。その年代は 6,290 ± 3014C BP で，IntCal13［Reimer et al. 2013］
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表 1 で示したように，黔東南州の一部の苗族グループは独自の櫛を持っている。たとえば，
雷山県の Y 村，G 村の苗族は同じ苗族グループで，表 1 の 1 番，2 番，3 番の櫛を頭飾りと
して使用している。さらに，その 3 つの櫛はすべて「vas xit fux（日本語発音：イェシフォ）」




がある。1 番の櫛の鋸の歯のような形は頭巾を固定する効果があるため，寒い時期に 1 番の
櫛を使用する。それに対して，暑い時期には頭巾がほとんど使用されないため，2 番の櫛を




















本論の主な調査地である施洞鎮（図 1 の 3）は黔東南州北部の台江県北部に位置し，台江
県県城から38キロメートル離れている。当地は北苗嶺分水嶺北の清水江中流の南沿岸にある。





されたが，1991 年に施洞鎮に統合された［貴州省台江県誌編纂委員会 1994: 17-31］。清水
江に沿って上流には凱里市があり，下流は湖南省洞庭湖に至る。
25
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施洞鎮は台江県と施秉県に接しており，川沿いの苗嶺山谷には 20 個の村が点在している。
施洞鎮は苗語で「zangx xangx（日本語発音：ザンシャン）」と呼ばれるが，それは市場のあ
る盆地という意味である。全鎮の行政面積は 108 平方キロメートルで，耕地面積は 9.18 平
方キロメートルである。20 個の行政村は，44 個の自然村に分けられ，総計 97 個の村民小
組が設置されている。施洞鎮には 4,401 戸，19,101 人が在住し，その内 98％は苗族である。




本論の主要な調査対象となる施洞鎮一帯の苗族の櫛は約横 7.0 センチ，縦 5.0 センチの黄
色の小さい木櫛である。その黄色は（黄）梔子 13) の実で作った染料で染めたのである。その
色は PANTONE 色カード（図 2 下左）の「7408C」14) 色と最も近く，日本塗料工業会 2019
13) （果実が熟しても口を開かないからいう）アカネ科の常緑低木。暖地に自生するが多くの園芸品種が
あり，庭木として植栽。高さ 1 ～ 3 メートル。葉は対生し革質で光沢があり，夏，白色の六弁花を開き，
芳香が強い。果実は熟すと紅黄色となり，これから採った黄色色素は古くから染料。乾した果実は漢
方生薬の山梔子（広辞苑第六版　DVD-ROM 版）。
14) 色の詳細情報：PANTONE Yellow:93.5 PANTONE Warm Red:5.80 PANTONE Black:0.70
26
郭：苗族櫛から見る中国黔東南州地域の苗族のエスニックバウンダリー
年 K 版色カード（図 2 下右）の「↑ K19-70V」15) 色と最も近い。その寸法と色を図 2 の上で








まずは苗族櫛の製作者についてである。筆者の調査に限っていうと，2019 年 3 月まで，中
国貴州省黔東南州地域が販売されていた苗族櫛は，ほとんど黔東南州雷山県丹江鎮 Y 村の櫛
職人が製作したものである。この村の櫛職人は全員楊 GX という櫛職人の弟子で，さまざま
な様式の櫛を製作している。現在，楊 GX は約 70 種類の櫛を作ることができる。伝統的な





次は苗族櫛の流通体制についてである。Y 村の楊 GX 系の職人たちが製作された苗族櫛は


































ミ」と称され，英語名称は「Euonymus sieboldianus Blume=E. planipes Koehne」である［上



















表 2 から，次の 2 点が明らかになった。1 点目は，「ガシャンハォ」の寸法は精確に一致し
ておらず，製作者や製作時期の違いによって，差異が見られる。横は 6.9 ～ 7.3 センチ，縦は 4.6
No. 写真 出所 製作者 制作時期 寸法と櫛歯数
1
施洞鎮定期市の
龍 氏 1 の 出 店
で購入









張 DG の 出 店
で購入









潘 氏 1 の 店 舗
で購入
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最後に，「ガシャンハォ」の文様を分析する。以下では，表 2 で紹介した 5 つの「ガシャン
ハォ」の文様を比較しながら，その構成を考察する。表 3 はその文様とその構成をまとめた
ものである。櫛の順番は表 2 と対応している。「ガシャンハォ」は表と裏がないため，それ
ぞれの面を A 面と B 面と名付けた。









基本要素： ，　　， ， ，
　　 の文様：2
　  の文様：1
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基本要素： ，　　， ， ，
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基本要素： ，　　， ， ，
表 3 から見れば，「ガシャンハォ」1，2，3，4 の文様は酷似している。5 の文様は他の 4
















































図 6　2018 年 8 月施洞鎮の苗族の人が並んでいる様子
出典：筆者撮影
さらに，2000 年代以降少しずつ，施洞鎮の苗族女性は祝祭日の時しか伝統的な服飾を着用
しなくなった。日常生活では，洋服（図 6 左から 1 と 2 番目の人）や青い色の簡略化された
苗族コート 20)（図 6左から 4，5，6，8，9番目の人）を着ている。しかし，「ガシャンハォ」と「ガボゥ













































24) 陶冶は「ガノウ」を記したが，それを丹江鎮 Y 村の苗族の人に訊いた。「ガノウ」と「ガナォ」の発
音と意味が同じであることがわかった。
35








採録日：2018 年 10 月 27 日
筆者は施洞鎮巴拉河村の苗族の男の子であるカン（カンは男の子の苗族名の日本語発音で
ある）と一緒に，苗族男の子の石 YX を探しに行った。以下はその時の会話である。












































施秉県の楊柳塘鎮（図 1 の 1），黄平県の谷隴鎮（図 1 の 2），台江県の革一鎮（図 1 の 4），








採録日：2019 年 3 月 21 日
筆者は施洞鎮の猫坡村で「姉妹節」27) を調査した際，カメラで服装を取りながら，ある苗族
女性たちが着用する服装に対して「彼女たちの服装はうち（施洞鎮苗族）と違っていますね」










































採録日：2018 年 8 月 20 日
筆者は施秉県沙湾村の街にある売店で劉 C と二哥と（2 人は「ファンエォ」）一緒にお茶を
飲みながら，自動車の話をしていた。
39
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劉 C： そうですね。あそこに（「ファンべェ」地域）には「五菱」30) しかないからな。
事例 4


































のかについての共通認識を持っている。例えば，表 1 の 7 番の櫛は施洞鎮一帯の苗族のもの
であり，8 番の櫛は雷山県と丹寨県一帯の「短裙苗」のものであるとされている。そして，
各苗族グループは特定の櫛を持つが，1つの苗族グループは1種類以上の櫛を持つ場合もある。




に対する聞き取り調査では，表 1 の 1 番と 2 番，3 番，9 番の櫛を見せたら，「それは雷山県
一帯の苗族グループの櫛」と答える人が多かった。他に，本文の I でも述べたように，8 番
の櫛について調査した時，雷山県，台江県，施洞鎮の各苗族グループの人はほとんど「それ
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図 8　黔東南州苗族櫛の分布図
出典：筆者作成
以上の考察により，黔東南州地域の苗族櫛には 3 つの特徴が指摘できる。1 つ目は異なる
苗族グループの苗族櫛の型式は違うということである。表 1 に基づいて，不完全ながら，黔
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